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昨日１９日は、二十四節気の一つ「雨水」でした。雪が雨に変わり、雪解けが始ま
る頃という意味で、雪解け水で田畑が潤い、農耕を始める目安とされてきたそうです。
このあと３月５日の「啓蟄」に向けて、生き物たちの「鼓動」がかすかに聞こえてくるようです。

さて、３年生の皆さん、公立高校一般選抜を終え、ほっとしていることでしょう。受験は団体戦。
卒業後の進路が内定している人もそうでない人も、スクラムを組んで、皆で乗り越える姿を嬉しく、
また頼もしく思って見ていました。きっと、これまでに培った力を存分に発揮できたことと思いま
す。合格発表日まで、不安な人もいるでしょうが、ぜひ、自分の歩む道を長い目で見つめ、受験を
人生における幾多の山の一つと捉え、大きな学びにするという気持ちでいてほしいと思います。

受験が終わったら「卒業を待つばかり…」という感覚になってもおかしくはないのですが、社会
探究で取り組んできた「西浦上をよりよいまちにするための方策」の根拠を求めて、校外インタビュー
活動を希望する多くのグループが、早速１９日に実行していました。皆さんの飽くなき探究心、向
上心がすてきだなと感じます。卒業までの３週間、互いを尊重し温かい言葉をかけ合いながら、皆
さんの「ありたい自分」「ありたい７６回生集団」を最後まで追求してください。

１０日（火）、本校教育研究協議会「冬」を開催し、県
内外から約１６０人の教育関係者が来校されました。附
中生の学ぶ姿に感心され、次のような感想を頂きました。

これで、これまでの研究会と合わせて、１年生も全学級が公開授業を経験しました。
｢附中の授業は生徒が創る｣ これからも一層磨きをかけていきましょう！

「背骨の学年」である２年生は、現在、
さまざまな挑戦による体幹強化中です。

What kind of sushi do you like?

また、来年度の附中祭「春」の準備にも、既に着手しています。

３日（火）人権・同和について正しく学ぶ講演会 １３日（金）第７６回卒業証書授与式
５日（木）公立高校一般選抜合格発表 １６日（月）３時間授業（～23日）
９日（月）卒業証書授与式会場設営 ２０日（金）〔祝〕春分の日

１２日（木）１・２年生式練習、全体練習、 ２４日（火）修了式・退任式
同窓会入会式（３年生） ２５日（水）春休み（～４月６日）

学びの総仕上げに向けて 駆け抜けよう３年生

教育研究協議会「冬」 附中生の輝き

広がり深まり高まる２年生

公開授業学級と教科

１年１組 保健体育科 ２年２組 理科

１年２組 英語科 ２年３組 数学科

１年４組 社会科 ２年４組 音楽科

北海道教育大学附属函館中とのオンライン交流授業 2/16

・長崎から見た函館のよさと課題、函館から見た長崎のよさと

課題を互いに意見交換しながら、長崎を見る新たな視点を獲

得しました。

人権・同和について正しく学ぶ講演会事前学習 2/17､19､26

・同和問題について正しく知り、考えを深めています。

英語科グループプレゼンテーション発表会 2/18～20

・グループごとにテーマを設定して、学級内で調査を行い、調

査結果をランキング形式等でまとめた資料を提示しながら、

英語でプレゼンを行いました。探究力、調査・表現力、英語

力、チームワークなど、さまざまな力を総動員して取り組み、

かつ発表を楽しんでいました。

「生徒一人一人がしっかり考え、自分の言葉で発言していた姿がとても素晴らしかった。」

「生徒が自分の考えを根拠を持って仲間に語る、難しい問いに真剣に取り組み、自分なりの、自分たちなりの

答えを出す、そんな姿を見て、自分の学校でまた頑張らなければと思いました。」

「予想を上回る発言や学習規律に驚きました｡」「クラス全体が意見をしやすい雰囲気でとてもいい授業でした。」


